
 
 
 
 

 
 

ロータリー月間     今月：母子の健康      来月： 青少年奉仕 月間 
３月３０日 例会より 

『卓話 高萩市人口ビジョンについて 』 田所和雄 会員    

 
 
＜高萩市人口ビジョンと第２期高萩市創

生総合戦略について＞ 
私が人口減少問題に大きな関心を持つことに

なったのは、2014 年に日本創成会議が発表した

提言「ストップ少子化・地方元気戦略」と増田寛

也編著の「地方消滅－東京一極集中が招く人口急

減」を手にしてからです。 

提言の中で、2010 年と 2040 年の人口を比較

したときに、子供を産む人の大多数を占める２０

歳から３９歳の女性人口が、５０％以上減少する

自治体を消滅可能性都市と名付け、全国で 896
の市区町村がこれに該当するとしています。そし

て、高萩市も若年女性の減少率が６２％になると

して、消滅可能性都市に位置付けされています。 
私は、高萩市の将来のために、人口減少社会の

実情をきちっと認識し、将来に向けて真に有効な

対策を強力に推進する必要があるとの思いから 

2014 年 9 月の市議会で一般質問をしました。 
その中で、出生率の低下による少子化がもたらす

人口減少は、同時に進行している長寿化により高齢

者が増加していることで、見かけ上、隠されてきた、

ところが、これからは、その高齢者すら減少する時

期を迎えると指摘しました。 
その時期は、国立社会保障・人口問題研究所（略

称、社人研）の推計では、今から３年後の 2025 年

になります。2025 年以降は、０～１４歳の年少人口、

１５～６４歳の生産年齢人口、６５歳以上の老年人

口が、揃って減少に転じるため、総人口の減少に拍

車がかかり、今から２３年後の 2045 年には、高萩

市の総人口は、17,700 人、６５歳以上の老年人口割

合（高齢化率）は 45.4％になると推計されています。 
ところで、日本の 2020 年の総人口は、1 億 2,622

万 7 千人で、ピーク時の 2008 年の 1 億 2,808 万人

と比較して、それほど大きく減少していません。し

かしながら、これは、平均寿命の伸びによる長寿化

により高齢者が増加することで、人口減少が、見か

け上、隠されてきたからです。 
ちなみに、日本の平均寿命は 1995 年に女性 82.85

歳、男性 76.38 歳でしたが、2020 年には女性 87.74
歳、男性 81.64 歳と大幅に伸びています。 
厚生労働省の人口動態統計の速報値によると、

2021 年に亡くなった人は、戦後最多の 145 万 2,289
人、出生数は、過去最少の 84 万 2,897 人です。１

年間で 61 万人の減少です。 
高萩市では、今から 27 年前の 1995 年の総人口、

35,604 人をピークにして減少傾向にあり、これから

人口減少に更に拍車がかかることになります。  
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高萩市の 2020年 10月の国勢調査による総人口

は、27,699 人でした。また、2020 年、１年間の

出生者数は、150 人、死亡者数は、412 人で、人

口の自然減は、262 人でした。また、2020 年、１

年間の転入者数は、709 人、転出者数は、901 人

で、人口の社会減は、192 人でした。 
 2020 年の１年間で、人口の自然減と社会減の合

計で、高萩市の総人口は、454 人減少しています。 
茨城県がまとめた市町村別人口によると、本年、

2022 年 1 月 1 日現在の高萩市の総人口は、27,156
人となり、潮来市の 27,176 人に抜かれて、市の中

では、県内最下位となりました。 

 
 その様な背景の下に、これまでの人口動向の現

状と今後の中長期的な人口推移について分析を行

い、今後目指すべき地域社会の活性化に向けた将

来の展望と方向性を明らかにするとともに、人口

減少抑制の視点から効果的な施策を企画、立案す

る上で重要な基礎資料とするため、高萩市人口ビ

ジョン（改訂版）が策定されました。また、人口

減少対策等に係る施策を取りまとめた第２期高萩

市創生総合戦略を作成しました。 
人口の現状分析 
 1995 年から 2020 年までの５年ごとの人口の推

移は３万 5,604 人、３万 4,602 人、３万 2,932 人、

３万 1,017 人、２万 9,638 人と減少し、2020 年に

は２万 7,699 人と、なっています。 
 この２５年間の推移としては、総人口は、7,905
人減少しています。また、年齢３区分別人口割合

は、年少人口が6,266人から2,691人、3,575人の減、

率にして約57％の減となり、25年間で年少人口の

半数以上が減少している状況です。 

 同じく働く世代である生産年齢人口は２万

3,573人から１万5,026人、8,547人の減、率にして

約36％の減となっています。 

 一方、老年人口は5,755人から9,982人、4,227
人の増、率にして約73％の増となり、高齢化が進

行していることが伺えるところです。 

 また、この２５年間の人口の自然動態の推移は、

出生者数が減少する一方で死亡者数が増加してお

り、自然動態を好転させるためには出生者数を増

やす対策が必要であると考えられます。 
 また、社会動態の推移は、転入者数と転出者数

が共に減少しており、社会動態を好転させるため

には、転入者の確保や現在高萩市に住んでいる方

の転出を抑制させる対策が必要であると考えられ

ます。 

 
人口の将来展望 
つづきまして、人口の将来展望ですが、国立社会

保障・人口問題研究所（社人研）による将来人口の

推計と年少人口、生産年齢人口、老年人口の３区分

別人口割合の推移を2020年の国勢調査の実数と

2045年の推計人口で見てみます。 

 2020 年の人口につきましては２万 7,699 人と

なっています。年齢３区分別人口につきましては、

15 歳未満の年少人口が 2,691 人、15 歳から 64 歳

の生産年齢人口が１万 5,026 人、65 歳以上の老年

人口が 9,982 人となっています。老年人口割合は

36.1％です。 
 2045 年の人口につきましては１万 7,700 人、年

齢３区分別人口につきましては、年少人口が

1,441 人、生産年齢人口が 8,225 人、老年人口が

8,034 人となっており、老年人口割合は 45.4％で

す。今から 23 年後には生産年齢人口と老年人口

がほぼ同数となると推計されています。 
市の将来目標人口と社人研推計人口との比較 
 2025年の市の将来目標人口２万6,525人に対し、

社人研推計人口が２万6,111人となっており、市の将

来目標人口は社人研推計人口より414人多く設定し



てあります。 

 この2025年の将来目標人口の根拠としては、直

近で把握している2015年の合計特殊出生率1.36を

2025年に1.46まで引き上げることにより、自然増

減を2020年と2025年対比で、社人研推計の1,302

人の減少から656人の減少に抑制するとともに、社

会増減を2020年と2025年対比で550人減少から250

人の減少に抑制し目標を達成させるものです。 

 2030年の市の将来目標人口は２万5,000人に対し

て社人研推計人口が２万4,127人となっており、市の

将来目標人口は社人研推計人口より873人多く設定

してあります。 

 この2030年の将来目標人口の根拠としては、合

計特殊出生率を2030年に1.56まで引き上げること

により、自然増減を2025年と2030年対比で、社人

研推計の1,448人の減少から1,275人の減少に抑制

するとともに、社会増減を2025年と2030年対比で

536人の減少から250人の減少に抑制し目標を達成

するものです。 

 最後に、2045年の市の将来目標人口２万300人に

対して、社人研推計人口が１万7,700人となっており、

市の将来目標人口を社人研推計人口より2,600人多

く設定してあります。 

 この2045年の将来目標人口の根拠としては、合

計特殊出生率を2045年に1.86まで引き上げること

により、自然増減を2040年と2045年対比で、社人

研推計の1,680人の減少から1,290人の減少に抑制

するとともに、社会増減を2040年と2045年対比で

454人の減少から150人の減少に抑制し、目標を達

成させるものです。 

 
2020 年の人口ピラミッド（上）社人研準拠 
2045 年の人口ピラミッド（下） 

 

 人口ビジョンの自然増減の見込みでは、2015年時

点で1.36であった合計特殊出生率を2025年に1.46に

上昇させて、2030年には1.56、2045年には1.86にま

で上昇させるという設定になっています。合計特殊

出生率1.86という数字は、今から35年前の1980年代

の数字にまで戻すということです。結婚、出産に関

わる希望の実現に向けて、国、県による少子化対策

の強化と第２期高萩市創生総合戦略における少子化

対策を着実に実施することにより、合計特殊出生率

の段階的な向上を見込むとしておりますけれども、

国による強力な少子化対策が実行されなければ、実

現は困難だと思います。 

2020年から25年間で、およそ１万人の人口が減

少します。左の図の上が２万7,699人、下が１万

7,700人です。これが今から23年後の2045年の高

萩市の予想される姿です。このような超少子高齢

化の人口構造は、高萩市ばかりではなく、県にお

いても国においても似たような人口構造になると

推測されています。 

  
＜会長挨拶＞  鈴木直登会長 

 
 君田小中学校が閉校時、小学４年だった男子生

徒がこの春第一志望の日立第一高校に合格し、地

域に明るい話題を提供してくれました。かれは５

年生から松岡小にスクールバスで５年間通学。昨

日、彼のお母さんがわざわざ拙宅にお見えになり

妻とたくさんの話をしていきました。将来を期待

しています。 
さて当地は明治時代から北関東でも有数の馬市

場が開かれ、宿屋も数件あり人々が大いに往来し

ていた記録が残っています。私が中学３年生の時

中学校には１００人を超える生徒が在校していま

したし、上君田小、下君田小それぞれ各年２０名

を超す児童が在籍し、小中合同の運動会は親の陣

地取が大変だった事が思い起こされます。 



あれから６０年。今当地区は６１所帯１００人を

若干上回る人しか住んでいません。高萩市のみな

らず、地方の市は人口減に打つ手がない現状です。 
 茨城県北の県立高校は日立一校高を除く全ての

学校が定員割れし、最もひどいのが磯原にある学

校、２番目が赤浜にある学校で両校とも定員の半

数近くを再募集することとなりましたが結局定員

に満たないまま新学期を迎えます。 
ここに１月２７日の新聞記事があります。２月６

日に予定されていた市長選挙にあたり掲載された

「高萩の未来」という記事です。記事によれば１

９９５年（平成７年）今から２７年前高萩の人口

は３５，６００人余でしたが、それ以降は減少が

続き現在は２６千人台になっています。県内の市

では最も人口規模の小さい市です。出生数も減少

中であり０~１４歳は２，６００人であり２００

１年の５、０００人から半減しています。 
人口を増やすことは一朝一夕にできるものでは

ありません。がこれからの地域の未来を語るには

私たちにできる教育に対するいろいろな面での協

力が不可欠です。 
今日は田所会員の卓話です。宜しくお願い致しま

す。 
【メークアップ】 
３／３０  
第 2 回 2024-2025 年度ガバナー準備委員会 
鈴木啓志、江尻寛、小森勇一、大髙司郎、石君平 
鈴木直登、大河原浩 
 
【幹事報告】 
1、ヒューストン国際大会「ガバナーナイト」のご 

案内 
2、第 7 回日台ロータリー親善会議福岡大会登録

のお願い 
3、米山奨学会 2021 学年度期間修了式 動画のご

視聴について 
4、米山 春季例祭のご案内 
5、春の全国交通安全運動における街頭キャンペー

ンの実施について 
6、第 2 回地区職業奉仕セミナー開催のご案内 
7、2021 年度 TIFA タイムス送付について 
 
8 次年度地区役員・委員の委嘱状が届いたので伝

達します。 
   ガバナーノミニー 大髙 司郎 会員 
          地区クラブ奉仕委員会支援アドバイザ

ー 大髙司郎 会員 

 
鈴木直登会長から次年度ガバナーノミニー、地区

クラブ奉仕委員会支援アドバイザーの委嘱状を伝

達された大髙司郎会員 
 
9 日立南創立 60 周年記念式典 5 月 22 日（日） 
 地区職業奉仕セミナー  5 月 29 日（日） 
10 高萩市交通安全協会より 交通安全指導実

施の案内 4 月 7 日（（木）安良川南十文字交差点 
11 米山記念奨学会より御礼と賛助会員募集のお

願い 
【ニコニコ BOX】 
田所和雄さん：本日は卓話を担当します。宜しく

お願いします。 
鈴木啓志さん：田所さん、卓話楽しみです。 
鈴木直登さん： 人事のシーズンになりました。永

年の勤めを終える人、新たな任務に着任する人。

昔を懐かしむしかない今。 
小森勇一さん：年度末です。4 月からマレーシア

出身の奨学生がまいります。 
田所さん卓話、よろしくお願いいたします。 
大平敏明さん：そろそろ桜が開花しますが、花見

気分になれないのは残念です。 
石君平さん：田所さん、卓話楽しみにしています。 
大髙司郎さん：田所さん、卓話楽しみです。  
鈴木国男さん、江尻寛さん、平野浩司さん、滝徳

宗さん 
本日計  １１，０００円 
 累計 ３３３，２００円 
【ロータリー財団】 
本日計   ４，０００円 
累計  ３９２，１５０円 

【ポリオプラス】 
本日計       ０円 
累計   ５１，７３０円 

【米山記念奨学会】 
本日計 １０，０００円 
累計 ３０８，０００円 


